
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３月号こたえ 
 

 

江戸時代に紙幣が登場してからおよそ400年。その間、時代とともに紙幣は次々と進化を遂げていきました。2024年（令

和6年）には新紙幣が発行されることが決まりました。現在使われているお札に変わったのがついこの間…かと思いきや、

2004年（平成16年）なんですね。普段何気なく使っているお金ですが知らないこともたくさん。今月はお札についてです。 

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動

する迷路ゲームです。正しいルートでゴールまで

たどり着くと、通らなかったパネルが出てきま

す。        この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

 

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」 

が答えとなります。  

 

 

スタート 

ゴール 

 

鉄砲→砲撃→撃退→退出  →出口  

→口腔外科→科目→目先→先付  

→付属品→品行方正→正面→面影  

→影法師→師範代  

紙幣は紙ですから、どんなに丈夫に造られていても破れたり、

シワになります。紙幣は、破れがあったりシワが多いと自動販

売機やATMなどで正しく処理できなくなります。そのため状態

の悪いものは日本銀行に回収され処分されているのです。 

ATMなどに集まった紙幣は、まずは各銀行で仕分けされます。

状態の悪いものは日本銀行に送られ、再度仕分けされます。状

態により処分か銀行に戻すかここで判断されます。ちなみに偽

札かどうかもこの段階で厳しくチェックされるそうです。処分

と判断されたものは、復元されないよう 細かく裁断されます。 

では、紙幣が処分されるまでの寿命は一体どれくらいなのでし

ょう。利用頻度の高い千円札や五千円札は、わずか1～2年ほど

と言われています。一万円札でも4～5 年程度なのだそう。硬

貨が何十年も使われることを考えると短い期間ですね。 

日本で流通しているお札は、日本の中央銀行であ

る日本銀行が発行しています。ただし、お札や硬

貨を印刷・製造しているのは、ご存じのように「財

務省印刷局」。つまり、日本銀行は財務省印刷局か

らお札を仕入れているわけですが、このときの仕

入価格はいったいいくらなんでしょう。  

仕入価格は、日本銀行への「引き渡し価格」とい

われますが、一万円札と五千円札が1枚約20円、

千円札は約15円ということで、けっこう安いので

す。いかに精巧につくられたお札でも、利益を乗

せなければその程度の値段でできてしまうのでし

ょう。新札を発行した初年度分は、デザイン料や

製版料もしっかり請求されるそうです。  

紙幣の透かしって、凄い技術ですね。 

実は、100年以上前の明治時代から使われている技術

だそうで、当時は「透かし大黒5円」と呼ばれる透かし

が、大黒天の5円札があったそうです。 

しかし、今のようにはっきりとした透かしではなく、

ぼやぁっと浮かび上がるだけだったようですね。その

ため、せっかく満面の笑みをしている大黒天様もすご

く不気味に見えて「幽霊札」なんて呼ばれて不評だっ

たそうです。 
 
2006年5月に製造された1000円札約3万9500枚

に、不具合が見つかり自動販売機などで読み取っても

らえない事が分かったそうです。しかし、額面上には

全く問題はなく、普通の支払いには影響しないのでそ

のまま流通しているんだとか・・・。 

もしかしたら、他にもこう言った不具合を持ったまま

流通している紙幣があるかもしれませんね。 紙幣には数字とアルファベットが組み合わさった記番号

が印刷されています。同じ種類の紙幣の中には、同じ記番

号は存在しません。もし同じ記番号あれば、それはどちら

かが偽札ということになります。  

番号は、「アルファベット1文字もしくは2文字＋数字6桁

＋アルファベット1文字」という組み合わせで振られてい

ます。ただし、「 I（アイ）」と「O（オー）」は、それぞれ

数字の1（いち）と0（ゼロ）に似ているため使われてい

ません。この組み合わせは、全部で129億6千万通りあり、

一巡するまでには、製造枚数の多い千円札でも7〜8年は

かかるそうです。  

もしも番号が一巡した場合はインクの色を変えます。現在

発行されている紙幣では、黒色、褐色の順に変わっていま

す。千円札は2019年3月18日から記号番号の色を褐色か

ら紺色に変更しているそうです。これは平成23年（2011

年）7月19日の変更から2度目の色の変更。8年で褐色の

番号を使い切ったようですね。  

 

先述で同じ番号は存在しないと紹介しましたが、色違いと

いう例外は存在するかもしれません。ただし紙幣の寿命が

長くて4～5年程度と考えると、その可能性は限りなく低

くなります。  



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たまねぎ      大 1 個  

ピザ用チーズ       40ｇ 

ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ       大さじ 1 

塩           少々 

黒こしょう       少々  

(2 人分) 

) 

 

① 新玉ねぎは、くし切りにします。 

② アルミホイルを敷いた天板の上に乗せ、塩、黒こしょ

うを振ります。 

③ オリーブオイルをかけ、ピザ用チーズを乗せ、チーズ

がこんがり焼けるまでトースターで焼いて完成です。 

 令
和 


